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サシサシ第 34号 

 

 秋がもう目の前に迫っていますので、「き

つねとたぬき」の折り方の復習をします。 

  

「きつね」はステイホームでＮＨＫ教育テ

レビの録画を整理中、「折り紙の魔女と博士

の四角い時間」（2020 年 12 月 12 日放

映）に出てきたものです。シンプルで実に可

愛い!! 

 「きつね」と言えば「たぬき」です。40年

近く前に教えてもらった作品が残っている

のでは？ とスクラップ・ブックを繰ったと

ころ、ありました、ありました!!  

 この際、「きつね」と「たぬき」をセット

にしてご紹介してしまおうーーと某日、折り

方を懸命に研究。何とかメドがつきました。 

今後、もう一度、教室で取り上げます。お

楽しみに。 
  

 

 

「コーン」「ポンポコ」。明るいお月さんの下、“2人”
の会話は朝方まで続きましたとさ。 

鶴の基本から入る 
もう一度上へ折る 

⑥を裏返す 

きつね たぬき と 

④⑤のように折ったものを中へ折り込む 

見本のように中心部
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鶴を折る要領で 

腹の部分完成 

折った線に沿って４

分の１に畳む 
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 山田茂丸さんの思い出と手紙  

 

 「たぬき」の考案者は木村良寿氏、折り方を教えて

いただいたのは西宮市在住だった山田茂丸さんと記

憶する。明石市立図書館で折り紙教室があり、その時、

講師として来られご指導いただいた。昭和 57 年

（1982）９月 21 日の日付が残っているから今から

40 年近く前のことだ。山田さんは西宮市役所勤務が

長く、市民相談課課や公民館長を歴任されたとご本人

から伺った。当時のご自宅に電話を入れてみたが該当

はなかった。当時 68 歳と聞いたからご健在なら優に

白寿を超えておられることになる。 

 その後、私の東京勤務時代に手紙のやりとりをし

た。せっかく習得した「たぬき」の作品を紛失、これ

を送っていただくために手紙を書き、近況も添えた。

ちょうどオーストラリア取材を終え、通産省（当時）

の広報誌に寄稿したもの（『折り紙つきの楽しさ』）を

同封した（４ページに当時の資料を掲載）。 

 それに対する山田さんの手紙の一部を紹介しよう。 

「『折り紙つきの楽しさ』を読ませていただき、折り紙

は本家（日本）より外国で一足先に高く評価されてい

ることに驚きました。つまり、こうした評価には紙が

あればちょっと折ってみたくなるということが国際

的オリガミアンを輩出したのではないだろうかと思

っています。 

 外国でうけるパズル的要素を、形を変えて日本の学

校現場でとりいれてくれるよう願っています。 

（中略）タヌキは“他を抜く”ということからポピュ

ラーな作品としてよろこばれています。国際手芸とし

て見直される折り紙に自信を得て精進したいと思っ

ています」 

胴体の４分の１の紙で折る。先に①のように 

折っておく 

③上へ折り上げる 

⑤で頭頂部分を後ろへ折り曲げて完成 

 

頭と胴を接着して完成。前脚を両側から挟むとお

なかをポンポコするポーズになります 

尻尾をふっくらめに作っ

て胴体部分は完成 

④のように顔、鼻の部分

を作る 

黒の斜線部分が隠れる 

ようにさらに折る 

２カ所折り首の部分

をつくる 

前脚部分を引っ張り出す 

た
ぬ
き
の
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胴体と全く同じ折り方 
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可愛いきつねが登場。折り紙博士

も出来上がりに満足そう 
切れ目のない方の面で③図

のように折る 

ボクが見本。上手に折ってね 谷折り線を３本つくります 

②図のように中へ織り込

み三角形を 3つ（大２つ、

小１つ）つくります 

顔の部分を引っ張り出す。尻尾は大きな中割れ折

り。耳と顔の部分に指を入れ、ふっくらと 

    きつねとたぬき どちらが好き？  

きつねとたぬき。鹿、猿、熊などと並び、どちらも、かつては人間のすぐそばにいた可愛い動物た

ちです。皆さんは、きつねとたぬきに対してどういった印象をお持ちですか。私は「たぬき」という

と真っ先に証城寺の狸囃子を思い起こしますが、何か人間にはあまり関わりなく狸たちだけで騒いで

いる感じ。それに対して「きつね」はどこかずる賢くて油断のならない気がしますが、お稲荷さんの

お使いとして鎮座したり、新美南吉の『ごんぎつね』の主人公になったりで、私たち人間の生活にし

っかり関わっているように思えます。 

   地域によって大きく違う麺類の呼び方  

「きつね」や「たぬき」を冠した麺類はたくさんありますが、地域によって大きく違うことは皆さん、

ご存じですね。関西人である友人に聞いたところ、「きつねうどん」は砂糖で処理した厚あげを乗せて

あり「では、たぬきは？」ということになり、揚げを入れたものを「たぬきそば」と呼ぶようになっ

たとか。「たぬきうどん」という言い方はないそうです。揚げを細かく刻んだものが入ると「きざみう

どん」ですね。飲食店では「きつねうどん」は「しのだ」と呼ぶことが多かったようです。 

この同じ友人が学生時代、京都で「たぬきそば」を注文したら、うどんに揚げを乗せてあんかけを

したものが出てきてびっくりされたようです。同じ関西でも違うんですね。 

私は愛知県の東半分・三河の出身ですが、何も乗せない「素（す）うどん」はあまり見かけなくな

り、「たぬきうどん」（他を抜き天カスのみ）、「きつねうどん」（ただの揚げを乗せたものと、厚揚げを

乗せたものの２通りある）、「たまごとじ」「天ぷらうどん」と生活が豊かになるにつれ、次第にグレー

ドが上がっていったように覚えています。 

皆さんのふるさとでは、麺類の呼び名で、どんなユニークなきつねさんやたぬきさんがいるのか、

ぜひ教えてください。 
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『おりがみ』Ｎｏ１５３ 日本折紙協会発行 1988年（昭和 63年）5月１日発行 

    日本の折り紙に高い関心  

誌面の都合で掲載できなかったが、上記「タマラちゃん」の記事の下半分はオーストラリア出張取

材余話を載せている。以下、その中から抜粋してみよう。 

 オーストラリア出張時にちょっとした手みやげとして日本折紙協会発行の『４カ国語おりがみテキ

スト』と、折り紙セット（海外では当時、正方形の紙は入手しにくかった）を持参し、取材するたび

に配った。アデレード沖のカンガルー島を車で案内してもらっている時、同行した案内役グラハム・

リーズ氏の娘が退屈しだした。「気分転換にでもなれば」と『４カ国語おりがみテキスト』を手渡すと、

ほどなくカエルを折り上げた。全く予期しなかった反応にびっくりしたのは言うまでもない。 

 年末にオーストラリアから一通のクリスマスカードが届いた。パース沖のインド洋に浮かぶロット

ネスト島の管理官トニー・ガンダー氏からだった。中からは何とパンダの折り紙が出てきた。プレゼ

ントした黒い紙で何度も失敗しながら折ったらしい。私が教えたのとはちょっと違い、足先の部分に

工夫が凝らしてあり、コアラに似ているような気もした。「“オーストラリアン・パンダ”です。いた

だいたおみやげを、いとこと二人で楽しんでいます」と文面にあった。 

 当時、オーストラリアは建国 200 年祭に沸き返り、日本からの観光客も多かった。空前の日本ブ

ームが起き、「日本とはどういう国なのか。私も行ってみたい」というオージー（オーストラリア人）

も多かった。私が実感した折り紙への高い関心も、こうした雰囲気の一環だったような気がしている。 


